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今年も“ホタル”の季節が 

やってきました。近年、下水

道の飛躍的な整備普及により

市内でも多くの川面で“ホタ

ルの舞”が見られるようにな

り、ここあかしあ台 2丁目平

谷川緑地内「水辺の生態圏」

では、「平谷川のホタルを守

る会」代表の山下さんが 20

年も前からホタルの餌になる

カワニナの育成からホタルの

産卵まで取り組まれ、小学校

の環境学習の場としても活用

されています。 

例年 6月 10日頃が乱舞の

時期と聞き、その前後 3回夜

8時頃鑑賞しましたが、カメ

ラの性能に撮影技術が追い付

かず、思うような写真が撮れ

ませんでしたので、私の眼に

焼き付けてきた幻想的な“ホ

タルの舞”を再現いたしまし

ょう。 

 

７月号 

日常で見かけたちょっと変わった景色、偶然撮れた奇跡の瞬間、ちょっと笑えるユニークなシーンなど、 

ご自身が撮影された画像に簡単なコメント付けて、事務局までメールで送ってください。 

また、画像やコメントは、編集する場合がありますので、予めご了承ください。 

会員の皆さんの投稿をお待ちしています。 

≪どうしてホタルは光るんだろう！≫ 

ホタルも子孫を残すために結婚相手を見つけないといけません。 

ホタルの成虫は天敵に狙われないように夜に活動するんだけど、暗い中で

相手に気づいてもらうために光るんだって！  オスの方が大きく光ります 



 7 月は私の誕生月です。 

 コロナがなければ、昨年の私の誕生日は、東京

2020 オリンピックの開会式だったはず。開会式

の日を知った時は、嬉しくて家族に「やったー、

私の誕生日！」と言うと「ほんまやね」と薄い反

応。記念の誕生日になるな、プチ自慢ができるか

も(*'▽')と、ひとり密かに喜んでいたものでした。 

 しかし、パンデミックとなりオリンピック・パ

ラリンピックは１年延期、それに伴い開会式は一

日早まってしまいました。延期は当然のこととは

いえ、想像していた「華々しい開会式と共に記憶

に残る誕生日」は儚く消えてしまいました。私同

様、悲しい思いをされている方がいるかもしれま

せんね。 

 なぜだか夫もネコのルネも 

7 月生まれ。しかも 1 週間お 

き。今年もまとめて誕生日の 

お祝いをする予定です。 

         （Ａ・Ｏ記） 

     

  

 

 

 

【スローパンクチュアーを察知する機器】 

パンクというと車のタイヤ空気圧が一気に

抜けるのをイメージしますが、より発生率の

高いのは空気が徐々に抜けるスローパンクチ

ュアーです。原因はタイヤに小さな異物が刺

さったり、バルブコアの寿命やホイールの変

形等があります。なかなか気付かないもので

す。 

私は 6 月 20 日に遭遇しました。車で家か

ら出ると低速度でペッタンペッタンというか

すかな音がします。車にはＴＰＭＳというタ

イヤの空気圧を検知する機器を積んでいます

ので、見ると右前のタイヤの数値が昨日より

0.2ｋＰａ落ちていました。よく見るとちい

さな釘を踏んでおり、早速修理しました。 

このように早く察知できれば事故に至りま

せん。最悪は高速道路で傷が拡大しバースト

して他車との事故になることです。それは避

けたいですね。この機器の仕組みはタイヤの

キャップを専用のものに取り換え、ここから

車内の機器に空気圧データを送り、機器でデ

ジタル表示します。 

利点は 

１．空気圧を常に監視できる 

２．電源は太陽電池でコードレス 

３．ＵＳＢで家でも充電可能 

４．3,000 円前後と安価 

ただし、タイヤに取り付ける専用キャップに

電源はないと思われます。どのようにして電

波を飛ばすのか不明です。説明書に記載があ

りません。 

 安全運転には必需品となるかも知れませ

ん。            （H・Y 記） 

              

 

 

         

 

 

 

１．欠氷 

      

      

      

      

２．雹 

      

      

      

      

３．虎魚 

      

      

      

      

４．外郎 

      

      

      

（Ｈ・Ｙ記）      

 

何と読みます？ 



 

 

 

 

 

待望の仕事情報が会報に同封 

されていました。 

今まで私の条件がきつく合うの 

がなかったのです。例えば、心 

臓病なので長時間は無理だし、 

車は妻が使うので自転車利用に 

なるとか。 

自宅より１ｋｍの三田リハビリテーション病院で 

の就業で、内容は 6か所のトイレのゴミ回収、控室 

・事務室の清掃、ゴミを 1階の収集場所へ出す、浴 

室清掃、食事時のお茶準備、患者さんが手を触れる 

部分の消毒、下膳と多岐に及びます。 

午後 4時から 7時の間で作業します。個々の作業 

は簡単でも、職員さんの作業終了がずれると後が大 

変です。こちらの仕事に完了予定時刻があるので次 

に行う作業の組み換えが必要となります。患者さん 

が関係する作業なので、ベルトコンベアーのように 

は行きません。 

従来職員さんがされていた作業ですが、あまりに 

も多忙なので一部切り出してシルバー人材センター 

に委託されたとも伺いました。実は私は 3年前の秋 

に 2 か月間この病院に入院していました。この時は 

さほど忙しそうにも感じませんでした。ところがコ 

ロナで状況が変わりました。 

食事のテーブルにはアクリル板がおかれ、食後にテ 

ーブルとこの板をアルコール消毒しなければなりま 

せん。 

でも仕事がきついかというと、精神的には楽です。 

昔のスタッフは私のことを覚えていますし、新しい 

スタッフは私の名前をすぐに覚えてくれます。肉体 

的には少し大変でも、これがちょうど私には良いの 

です。週 1回＋αの仕事で念願の体重減（３か月で 

６ｋｇ）となりました。もちろん仕事だけで減量で 

きたわけではありませんが、ありがたいことです。 

 今後は 7時までに作業が終了できること目標にし 

ます。 

（H・Y記） 

 

10 時から正午までの 2 時間という限

られた時間ではありますが、毎月第３水

曜日に「仕事の相談日」を開催していま

す。 

ご出席を希望される場合は、前日まで

のお申込みで、時間帯予約をしていただ

くこととなっており、2名の担当者が対

応させていただいております。 

主には、就業したい会員さんのご希望

をお伺いして、適したお仕事があるかど

うかとか、毎月発行している「こんな仕

事あります」の掲載内容に関するお問合

せとなっています。 

1回の相談 

で、ご希望に 

合った就業 

を紹介でき 

る場合もあ

れば、何度かお話を聞きながら、根気よ

く探さなければならない場合もありま

す。 

お電話やメール等でご相談を受ける

こともできますが、事務所まで足を運ん

でいただいて、直接担当者とお話しいた

だくことにメリットがあると思います。 

 

既に就業中の会 

員さんで、現在の 

健康状態のこと、

共に就業する会員のこと、日ごろの

事務局の対応のこと、発注者や就業

条件に関することなど、就業上のさ

まざまな悩み事にもお応えしますの

で、就業紹介に関する相談以外でも、

独りで悩まれていることがあればご

相談にお越しください。 

 

 



 

NOW編集委員会 スタート 

毎年１０月に、三田市内に全戸配布している広報誌「Now（なう）」の編集

委員会が、先月よりスタートしました。 

今年度は配布状況を考慮し、１月頃に配布を予定にしていることから、例

年よりじっくりと進めていくことになりそうです。 

昨年の Now も、他センターから編集方法についてお問い合わせを頂いた

り、配布後の入会説明会の参加者が増えたりと、その反響にとても驚かされ

ました。 

今年も良い意味で期待を裏切れるように、知恵をしぼって、色々なアイデ

ィアを出し合いながら、他にはない紙面づくりに取り組んでまいります。 

 

令和３年度 第１回福利厚生部会 

７月８日（木）１３時３０分から、第１回福利厚生部会が開催されました。 

昨年度はコロナウイルスの影響で、全てのイベントが中止となり、多くの

会員さんから「寂しいな。」「早くみんなで楽しいことをしたいな。」等、ご意

見を頂いていたため、その声にお応えできるように、コロナ禍でも可能な新

しい企画を検討しています。 

また、人気の高い冬の日帰り旅行も、コロナウイルスの様子をみながら、

安心安全に開催できないかを、今後も検討していく予定です。 

 

 

 局長の独り言 

 県や市に提出する書類で、最近は印鑑を押さなくてもいい書類が

徐々に増えてきており、国も押印の省略を推奨していることから、時

代の流れを感じています。 

 現在、配分金処理の確認と、経理処理の伝票確認その他諸々を含め

ると、毎月何百回と認め印を押していることか・・・ お陰でシャチ

ハタの交換インクを切らすことが出来ません。 

 その内にシルバーでも印鑑を押すことが省略されて、事務処理が簡素化に進んでいくと思い、そんな

日が来るのが嬉しいような、寂しいような複雑な気分ですが、何らかの規定が必要と考えております。 


